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CSVとは ・・・

■共通価値（Shared Value）・・・

✓企業が社会の問題に対して収益モデルを持つ事業として取り組むことで創造される
✓地域・社会の状況を改善しながら、自らの競争力も高めることのできる活動
✓収益獲得を通じて、短期的ではなく長期的な視点で取り組んでいくことができる

Social Needs
社会のニーズ

Ｂｕｓｉｎｅｓｓ
Ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｉｅｓ
ビジネス機会

Ｃｏｒｐｏｒａｔｅ
Ａｓｓｅｔｓ ＆Ｅｘｐｅｒｔｉｅｓ

企業の資産、専門性
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CSVとは・・・

CSVの

3つの手法

製品・サービスのCSV
社会問題を事業機会とらえ、自社の製
品・サービスでいかに社会問題を解決
するかの新規事業開発

バリューチェーンのCSV

効率化を通じたコスト削減、サプライ
ヤー育成を通じた高品質な原料の安
定供給等、バリューチェーンを（新たな
視点で）最適化しつつ社会問題を解決

クラスター/競争基盤のCSV
地域での人材、産業を強化することで、
地域に貢献しつつ、自社の競争力を向
上

企業がＣＳＶ／シェアドバリューを生みだす３つの手法
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JTBグループにおけるＣＳＶ、交流文化事業

✓旅を通じて地域の方々の
国内外の交流を創造

地域が持つ様々な課題を「旅
の力」を活用して解決する取
り組み

✓地域の方々と一緒になり
地域資源の魅力を再発見

眠っている宝に磨きをかけ、
そして、日本全国、世界各国
からの集客を促すことで地域
活性化を図る継続的な活動
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観光による地域活性化とは



全国で展開する地域交流事業
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地域・社会課題の解決に貢献するCSV事業へ

企 業
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
事業を通じた社会問題の解決

地 域
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地域の活性化

社 会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

豊かな社会の実現

CSV（Creating Shared Value)
共有価値の創造

CSV（Creating Shared Value)
共有価値の創造
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観光×環境エネルギー分野のCSV
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日本全国スマート化！ 観光×環境立国推進

１

EV充電器の設置
５

４
３

ＥＶ着地型商品の
企画（Smart ravel）

２

ＥＶ充電課金の
会員カードの発行

観光施設へのEV
導入（レンタカー、
シェアリング等）

地域プロモーション

EVモビリティ観光活性化事業 ５つのメニュー
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取組みの沿革

◇2010年 京都で初のＥＶ観光タクシーの実証

◇2010年 鹿児島県屋久島で地球温暖化対策事業へ参画
日本で初めてのEVレンタカー旅行商品を販売

屋久島でのEV旅行の出発式

2010 経産省
EVPHVタウン構想
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◇2010年10月 エースＪＴＢでＥＶ旅行商品の第２弾を発売
・ＥＶ＆ＩＴＳドライブ旅行 五島列島
・世界遺産候補地をＥＶで訪ねて

◇2011年9月 三菱自動車の全国販売店で 「ＥＶ試乗キャンペーン」を実施

5,000名の方がＥＶを初めて試乗

取組みの沿革
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◇2011年 東京都地球温暖化対策事業 八丈島クリーンアイランド実証に参画
１００％八丈島の風力（再生可能エネルギー）で走る ＥＶレンタカーを実証

ゴールデンキーを贈呈
町長、町づくり関係者

ＭｉＥＶのなまえは、ｉランドトープ号

取組みの沿革
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◇2011年 東京都地球温暖化対策事業 伊豆大島での環境観光まちづくりに参画
ＥＶ×ジオパークで伊豆大島のＥＣＯブランド構築

ジオパークフォーラム
を実施

椿まつりの先導車に・・
ミス伊豆大島ＥＶ・・

多くのプレスの方々がＭｉＥＶを試乗

取組みの沿革
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◇2011年12月 ＪＴＢと日本ユニシスが業務提携
◇2012年 5月 おでかけカードの発行スタート

◇2012年 4月 全国の観光地にＥＶ充電網の整備を開始
那須地域で充電器12基の設置、
４旅館発着のＥＶプチレンタの実証

取組みの沿革
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◇2013年４月 ＪＴＢとチャデモチャージが提携、 チャデモチャージ付おでかけカード発行

◇２０１３年９月 三菱自動車の全国店頭でチャデモチャージ付おでかけカードの
入会キャンペーン

取組みの沿革

2013年 経産省充電インフラ補助制度を開始
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◇2013年１２月～ ＪＴＢが普通充電器を１，０００基保有し、旅館ホテル・観光施設に
無償貸与へ

◇２０１４年１２月現在 約１，６５５ヶ所（１２００施設）の申込み

取組みの沿革

2013年 自動車4社が充電インフラ支援を開始
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今後の展開

各旅館様送迎用車両のEV化
充電器設置に伴い、ランニングコストが安いEVにすることでのコスト低減

ご宿泊客様の周遊観光スポット２次交通手段としてEVの活用
ご宿泊客様の利便性向上
地域観光誘客付加価値の向上（JTBとのコラボ）

環境負荷低減（エコ推進）地域としてのPR
行政との一体推進（将来系）

実現したい
こと

●本年度ＪＴＢ は1,500基の充電器を全国の宿泊施設等に設置
●充電器設置宿泊施設の社用車にＥＶカーシェア車両を導入
●燃料代コストカット、宿泊客への新たなモビリティとサービス提供

16



自動車メーカー×地域連携×JTB

●自動車メーカー： EVの１週間無料貸し出し、 ディーラーでの告知
●地域側： 宿泊特典、 自治体が宿泊補助（3,000～5,000円）が効果的なSmart Travel
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観光×農山村活性分野のCSV

構想段階（２０２０にむけて実現したいこと）
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SATOYAMA Styｌe

構想段階
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里山創生から観光立国実現！



「ＳＡＴＯＹＡＭＡ Ｓｔｙｌｅ」 とは

里山スポーツ＆
アウトドア

里山クック
里山ピク
チャー

里山ステイ

里山ネイチャー＆
ウォーク

里山カル
チャー

里山アート＆
フェスティバル

里山ホット
スプリング

・里山サイクリング
・スノーモービル
・トレッキング

・森林セラピー
・バードウォッチング

・古民家１棟貸
・農家民宿いなか体験
・クラインガルテン

・棚田１００選
・美しい村連合
・四季の景観

・畑でクック
・囲炉裏フレンチ
・いなか料理づくり

・匠のものづくり
・地域の伝統祭り

・かかしアート
・大地の芸術祭
・かまくらフェスティバル

・秘湯を守る会
・ヘルスケア

SATOYAMA
Styｌe

◆「ＳＡＴＯＹＡＭＡ Ｓｔｙｌｅ」は

「外国人目線」で、日本が誇る里山の資源を「デザイン」し、「ＥＸＰＥＲＩＥＮＣＥ」をキーワードに
商品・サービス化、里山創生から観光立国を実現します
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｢SATOYAMA Style」 サイトイメージ
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新たなマーケット「ＳＡＴＯＹＡＭＡツーリズム」のポテンシャル
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出所：観光庁訪日外国人の消費動向（平成２５年）

（仮説） ２０２０年：訪日外国人２０００万人

２０００万人×１０％×＠１００００円として ２００億円市場

「自然体験・農漁村体験」を、

今回した人：「８％」、次回したい人：「２１．８％」

■訪日外国人：１０３６万人（２０１３年）⇒２０００万人（２０２０年） 現在比＋１０００万人

１０００万人×１０万円＝１兆円 の市場が新たに生まれる！ ※訪日外国人旅行者の日本国内での旅行中支出額は平均約１０

万円

■新１兆円市場はゴールデンルートのみでは創出できない。 ※東京の主要ホテル平均稼働率９０．６％

■イタリアのグリーンツーリズモは１兆円産業。 ※農村での宿泊施設は２万軒、平均４．５泊、外国人は２６％

推進に向けた現状の主な課題

（１）日本の里山に関心を持つ外国人旅行者の

特性やニーズ等のデータ不足

（２）外国人視点での里山に関する情報不足

（３）地域ごとの個別の取り組みの限界

（４）Wifi環境、２次交通、決済システム

（５）旅行会社における契約のハードル

旅行者視点でのグランドデザインが必要

「情報収集力」、「情報発信力・流通力」、「情報編集力（デザイン力）」
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全体スキーム（イメージ）

中間支援組織 Ａ
（NPO、協議会、行政担当者

等）

・・・

事業者（農家民宿・体験・食事等）

・・・ ・・・

事業者（農家民宿・体験・食事等） 事業者（農家民宿・体験・食事等）

（連絡・調整等） （連絡・調整等） （連絡・調整等）

成功事例
取組共有

成功事例
取組共有

中間支援組織 Ｂ
（NPO、協議会、行政担当者

等）

中間支援組織 Ｃ
（NPO、協議会、行政担当者

等）

ＡＰＩ

共同調査、コンサルティング、助成金申請書類サポート、人財育成、販売プロモー
ション等

ﾄﾘｯﾌﾟｱﾄﾞﾊﾞｲ
ｻﾞｰ

ｴｸｽﾍﾟﾃﾞｨｱ
ﾛﾝﾘｰﾌﾟﾗﾈｯﾄ

（訪日）ＪＡＰＡＮｉＣＡＮ
等

（在日）JAPAN Travel 
等

●●放送
「ニッポンの里山」等

海外メディア

「ＳＡＴＯＹＡＭＡ Ｓｔｙｌｅ」 プラットフォーム
（JTBｸﾞﾙｰﾌﾟ、メディアパートナー等

ＡＰＩ

ＡＰＩ ＡＰＩ ＡＰＩ

訪日・在日 外国人目線 ＳＡＴＯＹＡＭＡサポーター

地域

旅行者

ＳＡＴＯＹＡＭＡに関する各種情報発信、宿泊・体験商品販売、Ｅコマース 等

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
！

訪日・在日外国人
里山アンバサダー
SNS・ﾌﾞﾛｸﾞ等ｸﾁｺﾐ

ＬＣＣ
行政

関連企業
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地域（里山）ネットワーク構築のイメージ
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× ＝

【機能的データ】

・「人」→地域リーダー
熱意、ITﾘﾃﾗｼｰ、よそ者視点・・・

・「受入れ体制」
・「外国人受け入れ実績」
・「立地、アクセス」

周辺観光地、主要幹線、２次交通
・「宿泊施設」「体験コンテンツ」
・Wifi、通信環境、トイレ、風呂・・・

【デザイン的データ】

・「食」 “地域素材”を使った料理
・「体験コンテンツ」 “ならではの”

“里山サイクリング”
“匠ものづくり” “名物おじさん”
“かかしアート” “祭り”・・・

・「景観」 棚田、千枚田・・・
・「伝統文化・匠のものづくり」
・Webサイトのデザイン

【Ａ】基本的な“ポテンシャル“があるか 【Ｂ】“外国人目線”で“クール”か

ＳＡＴＯＹＡＭＡ
Ｓｔｙｌｅ

登録地域

“インバウンド“を知り尽くした

有識者（実務家）による目利き

人（地域ﾘｰﾀﾞｰ）

コンテ
ンツ

景観 食

上記【Ａ】【Ｂ】を満たす
象徴的な先進モデル地域

機能的なポテンシャルがあり
①に向けた取り組み中の地域

磨き上げれば光る資源があり、
受け入れ体制等構築中の地域

①

②

③

ここの地域との連携からスター
ト！
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